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ネオニコチノイド系農薬等による地下水複合汚染と健康影響の危機 

―発達障害急増との関連そして“沈黙の島”、“奪われし未来”― 

宮古島地下水研究会 友利 直樹（医学博士） 

２０２３年６月１３日 

【はじめに】 

ネオニコチノイド系農薬は、ニコチンや有機リン系農薬と同様、ヒトへの発達神経毒性や生殖毒性を有し胎児

や小児の脳や生殖器に影響を及ぼす可能性が指摘されている（１~16）。予防原則のもとに EU や米国、韓国、 

台湾等では、使用禁止・制限となっている(5)。一方、ネオニコチノイド系農薬等の浸透性農薬の水道水質基準は、

EU の農薬一律 100ng/L 未満に比べ日本は、数千倍高く設定している（表１）(17)。更に欧米と比べ食品残留基

準も規制がゆるく、ほうれん草を、例にとるとネオニコチノイド系農薬クロチアニジン（商品名ダントツ）の残

留基準値は 40ppm と 10 倍以上も緩和されている（表２）(5)。ネオニコチノイド系農薬の大半は国内企業が 

製造販売しており、この２０年で、倍以上も販売量・供給量が増加している。ネオニコチノイド系農薬アセタミ

プリド（商品名モスピラン）の残留農薬基準値は、表３に示す作物では、欧米に比べ非常に高く設定されている

(5)。ネオニコチノイド系農薬使用量がこれだけ増加しているにも拘わらず、国は水道水質管理目標設定項目に指

定していない(17)。測定しても浄水から検出される恐れが少なく、検討の優先順位が低い「その他の農薬」に 

リストアップされている（表１）（17)。他の先進国では使用規制が強まっているのにも関わらず、わが国では 

基準緩和が目立っている(5)。 

宮古島市の地下水は、自然環境及び社会環境の地域特性により、化学農薬等の有害環境化学物質による複合 

汚染が非常に起こりやすい条件下にある。これまでの調査分析により、ネオニコチノイド系農薬及びフェニルピ

ラゾール系農薬による地下水・水道水汚染は明らかである。尿濃度調査により、複数の農薬成分が検出されて 

おり市民への体内移行及暴露は、既に起こっている。感受性の高い胎児期にこれらの農薬成分に暴露すると、ng 

（10 億分の 1g）、pg(1 兆分の 1g)とごく微量でも、内分泌かく乱作用による生殖障害が生じる(18,21)。 

「水道水で検出された農薬成分は、国の目標値を大幅に下回っており、安全・安心です」と安易に宣言しては 

いけない。発達障害等、子供達への健康影響も既に起こり始めている可能性が高い。予防原則に基づき、子供達

への健康影響を最小限に食い止めるのが、私達大人の責任です。子や孫そしてひ孫の未来は、市民の代表である

市議の皆さんの双肩にかかっているといっても過言ではありません。どうか、子供たちの健康を守る為、どうぞ、

お力をお貸しください。 

 

表１浸透性農薬水道水質基準の比較                                                                     

 水道水質管理目標値(ng/L) その他の農薬類目標値(ng/L) EU 基準値（ng/L) 

クロチアニジン なし 200,000 <100 

ジノテフラン なし 600,000 <100 

フィプロニル 500 500 <100 

クロラントラニリ

プロール 

なし なし 

260,000(推定値) 

<100 
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  表 2 クロチアニジン残留基準値の推移 (ppm)星 信彦 Animal Molecular Morphology, Kobe University                                                                             

 ２００９年 ２０１５年 

かぶ類の葉 0.02 40 

小松菜 1 10 

しゅんぎく 0.2 10 

みつば 0.02 20 

ほうれんそう 3 40 

 

表３ ネオニコチノイド系農薬アセタミプリドの残留農薬基準値（2016 年） 

 イチゴ りんご ぶどう きゅうり キーウイ 

残留基準値 3ppm 2ppm 5ppm 2ppm 30ppm 

欧米との比較 EU の６０倍 

米国の５倍 

EU の 2.5 倍 

米国の 2 倍 

EU の 10 倍 

米国の 14 倍 

EU の 7 倍 

米国の 4 倍 

EU の 600 倍 

 

【ネオニコチノイド系農薬等による地下水・水道水複合汚染】 

宮古島市では１０年前から、浸透性農薬であるネオニコチノイド系及びフェニルピラゾール系農薬が、耕作面

積当たり県内で最も多く供給され使用されている。ネオニコチノイド系農薬のクロチアニジン(商品名ダントツ)）

は年間１５トン供給され、しかも 7 割が役場補助である（図 1）。         

市の地下水水質モニタリング調査の農薬測定項目は、現在使用実績の少ない有機リン系農薬等が中心である。

ネオニコチノイド系農薬は、測定項目入っておらず、地下水への浸透状況は不明であった。 

私達宮古島地下水研究会は、ネオニコチノイド系及びフェニルピラゾール系農薬の地下水、水道水、 

農業用水中濃度を予備調査も含め、３回測定・分析を行った。その結果、１０か所中９か所で、ネオニコチノイ

ド系及びフェニルピラゾール系農薬３種類以上が検出された。５種類以上検出され濃度総量が、100ng/L 以上が

５か所もあった。驚くべきことに、下里の水道水では、クロチアニジン（ダントツ）21.7ng/L、ジノテフラン（ス

タークル）21.2ng/L、フィプロニル（プリンス）2.3ng/L、合計 45.2ng/L 検出された。 

化学農薬による水道水・地下水の広汎な複合汚染を示唆する結果であった（図２）。 

      

  

    

               

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

   
   

    

 

 

  

  

  

 
 
 
 
 
 
 

           
         

    
    

    

    

           
            

          

                      
                    

図１ネオニコチノイド系農薬年間供給量(トン) 
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 この調査結果を確認する為、2022 年 6 月~11 月までの半年間、計６回袖山浄水系の下里の水道及び 

加治道浄水系の城辺の水道水で、ネオニコチノイド系及びフェニルピラゾール系農薬濃度モニタリング調査を行

いました。その結果、２つの浄水系の水道水から、クロチアニジン（ダントツ）、ジノテフラン（スタークル）が

毎月コンスタントに検出され、最大値はそれぞれ、48ng/L、27ng/L でした（図 3,４）。 

2022 年 8 月 30 日の市水道部独自調査に於いて、４か所の水道水源原水で３～４種類の農薬が検出されまし

た。白川田水源原水で、クロチアニジン（ダントツ）が最大 45ng/L、ニャーツ水源原水でフィブロニル（プリン

スベイト）は最大 6ng/L、加治道水源原水でクロラントラニリプロール（フェルテラ）は最大 180ng/L が検出さ

れました。化学農薬による地下水複合汚染は明らかです（図 5）。 
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図 5 市水道部調査による浄水系配水及び水道水源原水農薬濃度(ng/L) 
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市環境衛生局による地下水調査でも、広範囲で複数農薬成分検出された事が 2023 年 3 月市議会で報告されまし

た。クロチアニジンは、採水点９か所中８か所で検出され、最大値 52ng/L でした。ジノテフランは採水点９か

所中７か所、フィプロニルは９か所中８か所で検出されました。クロラントラニリプロールは９か所中３か所で

検出され、最大値は、我々の調査の３倍の 480mg/L を示しました。PFAS,PFOA が３か所で検出され、最大値

5ng/L でした（図６）。 

図６ 市環境衛生局による地下水追加調査（２０２３年１月） 

 

地下水化学農薬複合汚染は、現実です。地下水が唯一の水資源であるが故に、私たちが毎日飲用する 

水道水の複合汚染も現実なのです。 

 

【一般市民の尿で、複数の農薬成分検出】 

 これらの農薬成分を含む水道水を毎日飲んでいる私達の尿からも複数の農薬成分が検出されました。痕跡まで

含めると１０人全員で、農薬成分が検出されました。ジノテフラン（スタークル）とアセタミプリド（モスピラ

ン）の代謝産物でより毒性の強い N-ﾃﾞｽﾒﾁﾙｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞが 100％で検出され、クロチアニジン（ダントツ）は８０％

で検出されました。水道水を毎日飲むことによる複数の農薬成分の体内移行が既に広範囲に生じている事を示し

ています。感受性の高い胎児や子供達への健康影響が懸念されます（図７）。職業的暴露のない被験者１０人中

８人で、４種類以上の農薬が検出され、８種類検出された B の尿中濃度総量は、11.1μg/g・Cre.でした。クロチ

アニジンの１日尿排泄予測量は、３㎏の乳児がこの水道水で溶いたミルク１L を飲むと、一日摂取許容量の 1.2％

になります。農薬散布後の尿中農薬濃度は約 10 倍に増加する事が報告されています(19,20)。赤ちゃんにとって

安易に「安全です」とは言えない事態となってしまいます（図８）。 
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 【養殖くるまえび全滅と養殖池周辺環境での農薬成分検出】 

養殖クルマエビ１８０万匹が全滅との衝撃的な報道が、２０２１年年末にありました。我々の調査によりこの

クルマエビ養殖池残存湧水・底砂で複数の化学農薬が検出されました。クルマエビ全滅は PAV 関連ウイルス感

染に化学農薬による免疫能低下が加わり感染爆発を引き起こした可能性があります。「沈黙の春再び」です。 

子ども達への健康影響への自然からの警鐘です（図９）。 

 

 

 

【ネオニコチノイド系農薬による健康影響】 

これまでの多くの研究や疫学調査で、ネオニコチノイド系農薬による多くの健康影響が指摘されています。代

表的な健康障害として発達障害、生殖障害、肥満・メタボリック症候群・糖尿病、パーキンソン病、慢性腎臓病

の発症リスクの可能性があります。最近、腸内細菌叢の多様性を傷害し、免疫の暴走を引き起こしうつ病や 

１型糖尿病発症リスクの可能性が指摘されています（図 10）(1~3,5,21)。 

 

 

       

 

１．ネオニコチノイド系農薬暴露による発達障害の増加 

ネオニコチノイドが、ヒトを含む哺乳類の脳神経系、免疫系、生殖系に悪影響を及ぼす科学的知見が蓄積して

います（1~16,18,21）。ネオニコチノイドの発達神経毒性により胎児の脳発達に悪影響を及ぼす事が報告されて

います。動物実験の結果から、無毒性量のネオニコチノイドの発達障害への関与が指摘されています(5)。 

自閉症スペクトラム障害等発達障害の発症リスク増加の可能性があり、発達期の子供への影響が懸念されます
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（図 11,12）(1~3)。 

 

   
 

【発達障害児童生徒増加】 

2022 年１2 月、全国の公立小中学校の通常学級に、発達障害の可能性のある児童生徒が 8.8%、推定８０万人

いることが文科省の調査で分かりました(24)。１０年前から 2.3%も増加しています。コミュニケーションの障

害、社会性の障害、想像力の障害により対人関係を築くのが苦手な「自閉症スペクトラム障害」、気が散りやす

く、落ち着きがなく衝動性が特徴の「注意欠陥・多動性障害」そして知的発達の遅れはないものの読み書きや計

算が難しい「学習障害」あり、それぞれがオーバーラップしています（図 13）。 

発達障害児は、特別支援、通級を問わず増加を続けています。障害の程度の重い知的障害児も増加しており、 

脳の発達異常の多様性を示しています(図 14)(22)。 

 

  

 

【発達障害発症の原因】 

多数の研究の蓄積により発達障害遺伝原因説の誤りと神話化が否定されています。発達障害を引き起こすのは、

なりやすさを決める「遺伝子背景」と引き金を引く「環境因子」です。環境要因が関わっていることは多数の症

例対象研究やコーホート研究の結果が示しています(1~3,23)。超未熟児や低出生体重児では、ADHD の発症リ

スクが３倍との報告があり、脳の未熟性が発症の修飾因子であることが推察される(23)。胎児期の環境によるリ

スク因子として、母親の喫煙（ニコチンへの暴露）、有機リン系農薬、除草剤グリホサート、PCB 等が報告され

ている(1~3,23)。原因遺伝子そのものが見つかっていないうえに、遺伝子の変化は数年～数十年単位では大きな

集団には広がらず、遺伝のみでは、増加は説明できません(1~3,23)。病気への医療側・教育機関・家庭での認知

度の増加及び積極的スクリーニングによる診断数の増加、新しい診断基準の変更、親の高齢化によるという考え

もあります。しかし既に米国では、認知度が広まっており、診断基準の変更前から、発達障害は増加の一歩たど

っています。日本も同様と考えられ、遺伝は増加の原因の１つかも知れないが主因ではないのです。なりやすさ
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を決める遺伝子背景に、より強力な環境因子が加わったかそれらの複合の可能性あります。中でも発達期の脳に

侵入する有害環境化学物質暴露が関わっている可能性が高いのです。より強力な環境因子としてニコチンと類似

の作用を発揮するネオコチノイド系農薬があります。有機リンや PCB は、使用量がどんどん減少しています。

使用量が多く、発達神経毒性（自閉症をヒトで起こす毒性 2016 年マウスで証明された）を有するネオニコチノ

イド系農薬が一番怪しいのです(1~3)。母親のネオニコチノイド系農薬慢性暴露による発達障害発症のメカニズ

ム（仮説）を示します（図 15）。 

図 15 発達障害発症メカニズム 

 

 

【まとめ】 

１．ネオニコチノイドはこれまで多くの研究結果から、ヒトを含む哺乳類に於いて発達神経毒性を有し、脳の  

発達に影響することが明らかになってきた(1~15)。 

 

２．無毒性量のネオニコチノイド暴露により多動、不安行動などが観察され、ヒトでの発達障害の特徴的症状 

に一部類似している。動物実験の結果を外挿すると、胎児期のネオニコチノイド暴露はヒトでの発達障害 

発症リスクとなる可能性が高い(7,16)。 

 

３．発達障害児は、特別支援、通級を問わず増加を続けており、障害の程度の重い知的障害児も増加している(22) 

 

４．発達障害は遺伝が原因とされ神話化されてきた。しかし、原因遺伝子は、いまだに特定されていない。なり

やすさを決める「遺伝子背景」と引き金を引く「環境因子」が発病のメカニズムとして考えられている(1~3,23)。 

 

５．発達障害の増加は、遺伝や認知度の増加、診断基準の変更のみでは説明できない。発達期の脳に侵入する 

有害環境化学物質暴露が関わっている可能性が高い。より強力な環境因子としてネオニコチノイド系農薬が 

ある。有機リンや PCB は使用量がどんどん減少している。一方、ネオニコチノイド系農薬使用量増加と 

発達障害等子供の脳発達の異常の増加は相関している。使用量が多く、発達神経毒性を有する事が明らかに 

なっているニコチンと類似作用を有するネオニコチノイド系農薬暴露による増加が一番怪しい(1~3)。 

 

６．飲水や食べ物に含まれるネオニコチノイド系農薬成分に母親が暴露すると、ネオニコチノイドは、胎盤を通 
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して胎児に移行する。胎児の脳血管関門を通過し脳に神経発達毒性が加わり、一部の神経ニューロン形成が 

阻害される。“発達障害のなりやすさ”となる関連遺伝子を有する胎児に、ネオニコチノイドによる神経発達 

毒性が加わり、発達障害を発症する。自閉症スペクトラム障害、注意欠陥・多動症、限局性学習障害等の 

発達障害の増加に関与している可能性がある(1~16)。 

 

７．令和元年文科省の調査によれば特別支援学級児童生徒数は、２００９年に比べ２０１９年は２．１倍に増加 

している。通常学級の“発達障害が疑われる児童生徒数”もこの１０年で 2.5 倍増加している。特別支援学校 

に在籍する知的障害を有する児童生徒数も 1.2 倍増加している(22)。 

  

８．ネオニコチノイド系農薬と発達障害の関係は国会でも議論されている。令和３年１１月、長妻昭議員から  

ネオニコ系農薬と広汎性発達障害との関係及び因果関係の徹底調査に関する質問主意書が提出された。因果 

関係の調査を求めているのに対し政府は、因果関係の調査もしていないのに「ネオニコチノイドの使用と 

発達障害の因果関係は確認されていない」と回答している。 

 

【宮古島市の特別支援学級の現状】 

宮古島市の特別支援学級児童生徒数は、この１０年で３９人から４２２人と急激に増加している（図 16）。一般

的に特別支援学級の半数を発達障害児童生徒が占めると言われている。この１０年間の特別支援学級児童生徒数

の増加倍数は、全国平均 2.1 倍、沖縄県４倍に対し、宮古島市は 11.2 倍と驚くべき伸び率となっている。この 10

年間での増加倍数を比較すると宮古島市は、沖縄県の 2.8 倍、全国平均の 5.3倍と驚異の増加倍数である（図 17）。  

 

  

 

 

図 16 宮古島市の特別支援学級児童数 

図 17 過去１０年間特別支援学級児童数増加倍数 
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    【ネオニコチノイド系農薬年間供給量と特別支援学級児童生徒数の推移】 

ネオニコチノイド系農薬は２０１３年度から供給が開始され、年々供給が増加しており、２０２１年現在年間 

約１７トンが供給されている。特別支援学級児童生徒数もこの１０年で急増しており、両者の間に相関関係が示

唆される（図 18,19）。 

 

                                                   

 

【特別支援学級児童生徒数急増は発達障害児童生徒の急増を示唆】 

宮古島市の特別支援学級児童生徒数が、この１０年で、全国増加率の５倍、県内増加率の２倍と急増している

原因は何だろう？遺伝や発達障害に対する教師・保護者の認知度の広がり、特別支援学級設置基準の緩和のみで

は説明できません。宮古島市の特別支援学級児童生徒数は、2013 年の 39 人から 10 年後の 2022 年には 433 人

と 11.2 倍の著しい増加が認められます。一般的に、特別支援学級児童生徒の半数は発達障害を有しているとさ

れています。沖縄県は、発達障害・情緒障害児童生徒の割合が全国平均に比べ６％も多い（表 4、図２０)(22)。 

  

宮古島市の公立小中学校の特別支援学級や通常学級で、発達障害の疑いのある児童生徒数は、全国統計を大幅に

上回る可能性が高いのです。直近３年間での倍増は、異常としか言いようがありません。 

市教育委員会は、特別支援学級や通級での発達障害スクリーニングテスト等による調査を行い「発達障害の疑い
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図 18 ネオニコチノイド系農薬年間供給量 図 19 特別支援学級児童生徒数（人） 

 表４特別支援学級障害種別(文科省令和３年資料抜粋)  図 20 特別支援学級在籍児童生徒数（障害種別、 

都道府県別）学校基本調査 令和元年度 
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のある子供達」の実態を把握する必要があります。そのうえで、原因究明が必要です。全国的増加傾向と同様だ

から、社会的・経済的原因だと静観していてはいけません。宮古島市では、今後も急増していく可能性が高いの

です。現在、急増の原因の１つである外的環境要因として、ネオニコチノイド系農薬等複数の化学農薬への母体

の暴露による発達神経毒性及び腸内細菌叢の攪乱（dysbiosis)が考えられます。 

発達障害児童生徒数急増の医学的アプローチとして、発達神経毒性を有するネオニコチノイド系農薬等複数の

環境化学物質への妊娠時の暴露と胎児の発達神経毒性そして発達障害発症の因果関係を調べるために妊婦や子

の前向きコーホート疫学調査（宮古島スタディー）を実施すべきです。 

宮古島市は、地下水水質モニタリング調査を行っている採水地点や各水道水源原水・浄水、配水栓のみならず、

地下ダムファームポンド貯留水、農業用水でのネオニコチノイド系農薬濃度のモニタリング調査を早急に実施し

市民に公表すべきです。 

予防原則に則りネオニコチノイド系農薬及び有機リン系農薬、除草剤のグリホサート等の発達神経毒性、生殖

毒性リスクの高い化学農薬の使用を中止し、総合的害虫・雑草管理（IPM）への移行を強力に進める必要があり

ます(みどりの食料システム戦略 農林水産省)。 

市民はもとより行政、専門家が一体となり問題解決に早急に取り組まなければ、私たちの子や孫、ひ孫の未来

を奪ってしまいます。時間はありません。今すぐ、行動しなければなりません。このまま、放置しておくと 

「水が飲めない、ヒトが住めない“沈黙の島”」になりかねません。子や孫やひ孫の健康を損ね、”奪われた未来“と

なりかねません。 
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